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午前８時58分開議 

○議長（安永 友行君）  それでは、ただいまの出席議員数は９人であります。定足数に達してお

りますので、直ちに本日の会議を開きます。議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．一般質問 

○議長（安永 友行君）  日程第１、一般質問を行います。 

 質問は通告順に行います。７番目の通告者、４番、桜下議員の発言を許します。４番、桜下議

員。 

○議員（４番 桜下 善博君）  おはようございます。桜下でございます。４点質問させていただ

きます。どうかよろしくお願いいたします。 

 まず、１点目であります。先日、町長が述べられました施政方針より子育て支援について質問

をさせていただきます。先日の施政方針で、町長は子育て支援の本家としての制度を確立と医療

福祉充実により、人が集い交流し、定住するにぎわいと活力ある吉賀町の実現にまい進してまい

りますということを表明されました。これをおきまして、地方創生事業の中に４点盛り込まれて

おります。１つは、昨年から実施をされております子ども等医療費の助成であります。乳幼児か

ら高校生に対する医療費の無償化、そして保育料利用料の無償化、そして３つ目に小中学校給食

費の無料化ということを盛り込まれておられます。私は、町長と議員は是々非々の関係というこ

とで私は思っておりますので、やはり本当に非難するときは非難しますが、評価をするときは評

価をすべきだろうと思っております。私は町長が公約をされておりましたこの３つについては、

新聞発表にも出ておりましたが、特に若いお母さん方は大変感動といいましょうか、喜んでおら

れまして、本当に評価を受けております。私は本当にまだ未熟な議員でありますが、大変失礼な

言い方をしますがお許しをいただきたいと思いますが、思えば一昨年の七日市小学校の一期工事

の問題で、町長も議会も町民の皆様から本当に厳しい批判を受けました。そして信頼も、本当に

生意気な言い方でありますが、信頼を少しは失いかけておりました。それがこのたび、町長がこ

の３つの施策を発表されまして、私は本当に、生意気な言い方ですが、町長も議会も少しは町民

の皆様の信頼を復活できたのではないかと私は思っております。町長は公約にされておりました

が、１年早く前倒しということでこの施策を発表されました。この施策に子育て支援にかける町
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長の思いというものをぜひお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（安永 友行君）  中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  それでは、桜下議員の最初の御質問にお答えしたいというように思って

おります。 

 施政方針より子育て支援にということでございますけれど、以前からやはり、若い方がいろん

な条件下で吉賀町において不便な部分もございますし、そうした中、環境的には大変すばらしい

ものがある、そうした中で子育てをするにはやはり、特に都会からお帰りになった方については

収入も減るではないかということで、それなら支出をより減らせば都会並みの生活ができるであ

ろうというような思いから、子育て支援をしなきゃならないという思いでやっております。 

 医療費につきましては、中学校までということは中国地方でも１、２番目にやらせていただい

たわけでございますけれど、何でも早ければいいというわけではなしに、やはりそれなりの継続

的に支援し続けられる財政的な裏づけがなければならない、そういった意味でいろんな御批判も

ありましたけれど、厳しい状況の中、行財政改革を進めながらこうした支援ができる状況ができ

たということで、これにつきましては町民の皆様方、また職員の皆様方、また議員の御協力そう

いった御尽力があってこうしたことができるようになったというように思っております。そうし

た意味で、本来ならば早急に、就任いたしましてすぐにやりたかったわけでございますけれど、

特に学校給食につきましては議員の方に御反対の方がいらっしゃいましたし、そのとき議員の御

反対というんでなしに保護者にもそういう声があるということをお聞きしましたので、私とすれ

ばそういった声が本当にあるのかどうかということも確認したい思いがありましたので、私とす

れば延ばしてきたというように思っておりますけれど、そういった保護者の声が聞こえませんの

で私は当初そういったことで３年ほど余裕を見ようかということであったわけでございますけれ

ど１年早くしたと、私の考え方とすれば遅れてきたというものはあるわけでございますけれど、

こうして２６年度より保育料、また学童保育そういったもの、学校給食そういったものを半額に

しながら無償化に向けて取り組んできたわけでございますけれど、今回２７年度からやらせてい

ただくということで、また、医療費につきましては中学校までやっておったわけでございますけ

れど、議員のほうからここまで、当初は大学までというような御要望でございましたけれど、財

源的に能力があれば高校まではということを御答弁させていただいたわけでございますけれど、

事務方で試算しましたら高校まで措置しても大丈夫だということが上がってきましたので、高校

まで医療費の無償化に取り組んだということでございます。そうやって２７年度からにつきまし

ては、やはりどこにも負けないような、１つの本家だというような思いでやろうということで、

一層充実を図るということで保育料、学童保育料利用料の完全無償化を実施するということに決

定したものでございます。このタイミングにつきましても１年前倒しということでございますが、
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私とすれば、先ほど申し上げましたように３期目にはすぐにでもやりたかったわけでございます

けれど、先ほどおっしゃいましたようなやはり批判があれば、やはり一歩立ちどまってみる必要

があるというような思いで延ばしたわけでございます。また、学校給食の無償化につきまして、

特に学校給食がよくない、食べ物を無償でというのはということでございましたけれど、やはり

給食もこちらから決めたものをいわゆる児童生徒の方々に提供するわけでございますので、何と

いいますか、保護者の方にも経費の軽減といったものでこうした保育料、学童保育料と抱き合わ

せで取り組んでいこうということにしたわけでございます。これにつきましては島根県内で初め

てでございますので、いろんな町村会あたりではやはり、やりたくでもできない部分もあります

のでいろいろ御意見聞くわけでございますけれど、私は早きゃいいというもんでなしに、町村に

それぞれの施策というものがありまして、やはりどの部分に光を当てるのか、力を入れるのかと

いうことでありますので、よく議員さん方よその町村とお比べになって吉賀町の遅れとる部分御

指摘があるわけでございますけれど、やはりよその町村から比べましてもやはり遅れとる部分も

あれば、こうしたように進んでおる部分もありますので、そういったとこにつきましては遅れた

部分については取り戻す、また、それより先に行くようなことに努力していくのが私どもの仕事

というように思っておりますので、今後ともそういった形でやらしていただきたいということで

ございます。前倒しした中で２７年度の町内の就学児童が４０６名という予定でございますので、

１０年後、３６年度につきましては３００名を割るという推計になっており、著しく若い層の人

口が減ってくるということもございますし、そういった中におきましてやはりこうした子育ての

しやすい町ということであればやはり帰ってこようか、移住してこようかという声も出てくるん

ではなかろうかというように思っておりますので、こうした中山間地が抱えます複合的な要因が

ありますので、まずは私どもとすれば子育て世代の経済負担を軽減させるということと人口減少

を抑制するといったことをもっとも効果的な施策であるというように思って実施するものでござ

います。このことにつきまして人口減少の加速を抑制し、そして出生数の増加、そうしたものに

つながるのではなかろうかというように思って期待しておるところでございます。子育てがしや

すい町を全面的にＰＲするということで子育て世代の移住、先ほども申し上げましたけれどＩ

ターン、Ｕターン、そうしたものを進めてまいりたいというように思っております。このように、

子どもを生み育ててそういった環境が整うという、そういった子育てのしやすい町、子育て支援

で私どもとすればよそに負けないようなそういった支援をしながら、今教育委員会のほうでやっ

ておりますサクラマスプロジェクトがございますけれど、やはりこの町から育て、そしてまたこ

の町に帰ってきたい、この町に帰ってこよう、そういった思い出のあるこの吉賀町をつくってい

く必要があるというように思っておりますので、地域生活におきましてもふるさとへの会議、田

園会議ということも今言われておりますけれど、こういったふるさと会議、そういったものへつ
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ながるように、そういったものに寄与するように、町の活性化の一施策としてそういった計画の

全体計画へ波及できれば一番いいというように思っておりますので、そういった子育て施策が町

づくりに１つの寄与するものとなりますことを期待しておるところでございます。そういったと

ころで私どもとすれば、やはり継続的にこれから１０年も１５年も続けていかれるような施策を

しなければ、３年、４年で終わるようなことではなりませんので、やはり財政的な裏づけといっ

たものを確保しながらこういったことを進めてまいりたいというように思っております。 

○議長（安永 友行君）  ４番、桜下議員。 

○議員（４番 桜下 善博君）  この給食費の無料ということでありますが、私のすごい身近な人

でも何でもかんでもただにすればいいのではないという意見を言われる方もたくさんおられます

が、特にこの給食費を無料化にすると給食の質が落ちるんではないかという懸念があるというこ

とを言われておりますが、私は何にしても、今町長も言われましたがこの３つの施策は島根県で

はもちろん初めてということでありますが、私はこの施策は島根県のみならず日本中に胸を張っ

て誇りに思える、また、胸を張って自慢できる施策と思っております。この施策は町長の任期と

言わずに、本当、財源が続く限り永久的にしていただきたいと思いますが、そのことにつきまし

て町長にもう一度御答弁をお願いします。 

○議長（安永 友行君）  中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  先ほど七日市小学校のマイナス部分と言われました。これにつきまして

は、私とすれば配慮も足りない部分はあったかとは思いますけれど、ある程度事故があった、こ

れとまたいろんなことが作用したわけでございますけれど。私とすれば不本意であったなという

部分があるんですけれど、これは、私は１つの教訓とはしなければならないと思いますけれど、

マイナスの施策であったとは思っておりません。そういった意味で、確かに七日市小学校の保護

者、児童または教職の皆様方には御迷惑がかかったとは思っておりますけれど、まだ事業が遅れ

ておりますので非常に御迷惑かけておるというように思っておりますけれど、これもやはり教育

環境をよくしていこうという思いの中でやったわけでございますので、マイナスの施策というよ

うには思っておりません。また、給食の質でございますけれど、給食の係の方がいろいろ努力し

ていただいておりまして、いろんな複数の店舗から仕入れるわけでございますが、やはり同じも

のは同じような価格でということで、ちょっと高いほうの店のほうへちょっとほかの店と同じよ

うな価格にできないかというようなことをお願いに行ったときにそれを、いわゆる学校給食をた

だにするから給食の質を落とすんだというような御批判をされてる方もいるように聞いておりま

すので、そうしたことは絶対ございませんし、悪意にとればそういうことが言われるでしょうけ

ど、担当の方はいわゆる同じものであれば同じ価格で入れていただけないかというようなことを

要望に行かれたようでございますので、そういった懸念はないということはここで申し上げてお
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きたいというように思っておりますし、また、先ほども申し上げましたように財政推計をしなが

ら、これで１０年、１５年やれるということを確信したから発車をしたわけでございますので、

こういったことは、まあ、やはり首長がかわった場合、政策がかわればわかりませんけれど、今

の状況でこの子育て支援をするんだという気持ちを持った方がこれから先首長についていただけ

るんであれば、継続はできる状況にあるということでございます。 

○議長（安永 友行君）  ４番、桜下議員。 

○議員（４番 桜下 善博君）  それでは、２点目の質問をさせていただきます。 

 町役場の事務組織、窓口についてということでありますが、これはもっと見やすく言いますと、

私は１２月議会でも質問させていただきましたが、合併しまして１０年たちまして、やはり見直

すべきとこは見直したほうがいいという観点で質問させていただいておりますが、この問題につ

いてもその観点で質問させていただきます。もっと平たく言えば、現在、柿木分庁舎に産業課と

建設水道課が置かれておりますが、なぜこの合併のときに柿木へ産業課と建設水道課がいったか

という経緯についての質問であります。私もいろいろ調べてみましたが、なかなか資料が見つか

りませんでしたが、協議６１号ということで平成１６年１１月１０日に提案されておりまして、

それが柿木村、六日市町合併協議会ということで会長は澄川当時町長でありました。この合併協

定項目１４ということで提案をされまして、確認が平成１６年の１２月７日に確認をされており

ます。この文章によりますと、経緯は載っておらずに本庁舎には議会事務局、出納室、総務課、

政策企画課、地籍調査課、税務課、町民課、保健福祉課、六日市地域振興室及び教育委員会を設

置する、柿木分庁舎には産業課、建設課、水道課及び柿木地域振興室を設置するというふうにこ

こには記されておりますが、経緯がわかりません。いろいろ総務課に行って調べたんですが、そ

の文章が見つかりませんでした。当時、合併協議会というのが開かれておられまして、その中で

その窓口の割り振りといいましょうか、配置が決まったものと思われますが、その経緯がわかり

ません。これに対しては、合併当時から旧六日市の中でもやはり六日市の基幹産業である第１産

業、農業あるいは建設関係、大変関係者が多い、窓口を訪れるということが多い窓口でありなが

ら、なぜ遠い、本庁舎じゃなくて柿木分庁舎のほうに配置になったかということを懸念されてお

りましたし、また、疑問に思っていることが言われておりました。一時、そのことは年の経過に

より言われておりませんでしたが、合併１０年を迎えるにあたり、最近またそういうことが町民

の間で言われております。当時、町長が教育長だったと思います、そして合併協議会の事務局長

は岩本副町長だったと思うんですが、なぜ産業課と建設水道課が柿木分庁舎のほうに配置された

のか、どういうことが話されて決まったのか、経緯がわかれば教えていただきたいと思います。 

○議長（安永 友行君）  中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  桜下議員２点目の質問でございます。役場の事務組織、また窓口につい
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てということでございますけれど、現在の配置にした経緯はどうなのかということでございます。 

 現在の窓口、本務機能の配置につきましては、柿木村と六日市町が合併を前提として法定協議

会を設置するまでの事前協議会におきまして、新町の事務所の項目を確認されておるということ

でございます。私、当時、六日市町の教育長でございましたけれど、合併協議会の委員ではござ

いませんので合併のいわゆる経過というのは承知しておりませんけれど、新町になったことから

でございます。事前協議会での確認された内容につきましては、基本姿勢、合併の方式、合併の

期日、新町の名称、新町の事務所、地域自治組織となっておるそうでございます。また、法定協

議会におきましては、合併協定項目のうち事務組織及び機構について課の配置等の詳細が確認さ

れておるということでございます。窓口配置の変更についての質問でございますけれど、窓口を

利用する住民の数を基準に考えれば全ての窓口が本庁である六日市町に置くことということにな

ります。合併協議会におきましては、町村の規模にとらわれないという基本姿勢で協議すること

を確認した上で、課の配置につきましても決定したということでございます。これまで合併協議

での決定事項は尊重するという姿勢で町政運営にあたってきたとこでございます。これを変更す

ることにつきましては、現段階では特別な素材要因がない限りかえなきゃならないというような

考えは持っておりません。また、住民の利便性を考えて平等にしてほしいという指摘もございま

した。また、合併にあたり両庁舎に六日市、柿木地域振興室を設け、それぞれの本務機能を行い、

部署の窓口としたわけでございますけれど、補完的な機能を持たせながら利便性と平等性を担保

しているという認識でございます。仮にこの部署が十分に機能してないということであれば、初

期の目的の設定目的を達成していないというようなことであり、今後について検討をくわえなき

ゃならないというように思っております。今、個別の産業課と建設課が出ておりました、産業課

につきましてはこれまでの町と村の生成形態から見て、吉賀町については農耕併進という形で米

作が主でございました。また、柿木村につきましては有機農業等畑作、そういったものが中心で

やってきておりますので、そうした中でやはり農業相談においでになるのはどうしても柿木の方

が、地域が狭い、人口が少ないとは言いながらあちらに持っていったというような経緯があるん

ではなかろうかというように思っております。農家の方もやはりそのことについては理解されて

おるようでございまして、いろんな細かい相談事は産業課が柿木にあるのは別に、何といいます

か、不自由でないというようなお話は聞いたことがございます。建設課につきましても、確かに

管理する道路、そういったものは旧六日市町にある道路のほうが延長等も長いし本数も多いとい

うように思っておりますけれど、やはりああしてこちらの本庁に上がってくる途中、職員も道路

を管理しながらくるわけでございますので、こちらから道路本数の少ないほうで出ていくよりは

多いほう出てきて道路の陥没または崩壊、そういったものを見ながらおいでになるということも

ございますし、また、水道、下水を管理しておりますので、そういったものをこちらのほうへ持
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ってくるということになると膨大な経費がかかるというようなこともございますし、経費的な面

から見ても現状がベストではなかろうかなというように考えておるところでございます。 

○議長（安永 友行君）  ４番、桜下議員。 

○議員（４番 桜下 善博君）  よくわかりましたというか、町長が今の考え、検討することはな

いというふうにおっしゃいましたのでちょっと再質問はやめますが、私は、議員は町民の声を代

弁するということでこの合併１０年目にあたりまして、先ほどは町長を持ち上げて今度は落とす

わけではないんですが、最近の町長の施策を見ても柿木の皆さんに遠慮をしているのではないか

と、あるいは配慮をしすぎているのではないかというような声を随分聞いております。それは、

１つは中学校の統廃合の問題であります。町長はトップダウンで町内の中学校４校を１校にする

と、吉賀中学校に統合すると、２０１７年より事業を始めるということをトップダウンで決めら

れて発表されました。しかしながら、とりわけ柿木の皆様の強い反対も考慮されて、まあ、その

ことだけではないんですがそれも考慮されて、町長は断腸の思いで基本方針を白紙撤回されて、

現在検討委員会のほうに付託されております。そのことも１点であります。２点目はエポックか

きのきに対しての公的支援であります。確かに資金繰りが悪くなるということで、倒産の危機と

いうことで公的支援を打ち出されました。もちろん、エポックかきのきがなくなれば当然雇用の

問題、経済の停滞、まして何よりも柿木の皆さんの士気が下がるということも含めまして公的支

援を打ち出されまして、これについては議会も承認されました。そして、３つ目が現在議会でも

検討されておりますが、柿木自治区の延長のことであります。これも柿木の皆さんの柿木ブラン

ドを残したい、あるいは吉賀町の模範的な自治区になりたいとそういう熱い強い思いも考慮され

まして、町長は１０年で任期切れという自治区につきまして５年延長という素案を出されており

ます。それにつきましても現在議会のほうで審議をされておりますが、そういうもろもろのこと

が町民の、特に旧六日市地区の皆さんにはそういうのがいろいろ話題としてうわさとして出てお

りまして、やっぱりこの合併１０周年を迎えるこの時期になりまして、やはりそういうふうな、

先ほど言いましたように柿木の皆さんに遠慮しているとか配慮してるんじゃないかという疑念を

持たれている声を最近随分聞くようになりました。その問題と役場の窓口のもんを一緒くたんに

含めるということは大変乱暴ではありますが、そういうもろもろの町民の疑念に応えるためにも、

この問題も含めて質問をさせていただきました。当然、そういうことはないとは思いますが、町

長のこの窓口といいましょうか、先ほどいろいろお聞きしましたが、改めて何か再答弁があれば

お願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  六日市のそういう声が出るという、また、柿木のほうでは町長は柿木の

ことを何もしてくれないと、最近は来なくなったというようなことも言われるんで、私とすれば
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両方から言われりゃ立つ瀬がないというような思いで、私はこの町のためにどちらにということ

でなしに、やはり町民の皆様方が公平に、行政は公平の原則というのがございますので、公平に

やらなきゃならないという思いでやってきておるわけでございますけれど、両方からそう言われ

れば私も本当泣きたいような思いをするんですけれど。学校につきましては、確かに私教育長や

っておった思いから、やはり子どものことを考えた場合ということでございましたけれど、大変

な反対もございました。しかし、今になって、早く言えば賛成されたんだから進めろという声が

あります。やはりそれは保護者の方からも聞くんですけれど、そのときなぜ、あれだけ問題にな

ったときに発言していただけなかったのかと。やはり保護者の声が出ないから結局そういうよう

な、いわゆる、何といいますか、再編反対等がいわゆる声が大きくなったような形で保護者の声

が見えてなかった、なぜそのときに出していただけなかったのかと。やはり、私はそういった自

分の意見が言えるような町にすべきであろうというように思っておりますし、学校再編につきま

してはあれだけの批判があったんで、私とすればもう教育委員会主導で教育委員会に任せて、教

育委員会のほうでは地域の意見を聞きながらやっておられますので、それに私は委ねるというこ

とにしたわけでございます。また、エポックにつきましては町がつくった会社でございますので、

やはり私はほかに委ねることがあれば、六日市振興というゆららを経営する会社、これにつきま

しては解散していわゆる民間委託といったことをやらせていただいております。そうした中で、

それじゃつくった責任というのがありますんで簡単に壊すわけにはいかない、やはりそれなりの

道筋をつけてからやるべきだろうと思いますし、できることなら存続しながら経営が行えるよう

な、いわゆる健全な経営が行えるような、また生産者、またそこへ働く方々が安心して勤められ

る会社にすべきであろうというように思っておるので、議員の皆さん方からすれば疑念があるか

もしれませんが、私どもとすれば正常な会社にするためのいわゆる資金の投入であったというよ

うに思っておりますし、御説明しましたようにやはり第三者から中の経営を見ていただいて、そ

こで判断しないとやはりそれに携わった方というのはどうしても愛着もありますし、それに勤め

る方々への遠慮、配慮といったものもあります、そういったことで今回ああした調査の予算も計

上させていただいておるところでございます。あと、自治区のことでございますけれど、これに

つきましては私は別に大きな意思というのを持ってないんですけれど。実際、これにつきまして

は、私言っていいのか悪いのかわかりませんけれど、この前の選挙のときに非常にこの部分が私

とのマイナスになった部分があります。今言うように、この前も町づくりの声の中でいまだに私

が町長になったら柿木の役場がなくなるんだと、柿木村がなくなるんだということを盛んに宣伝

されたわけでございます。それもいまだに言っておられる方がいるというようなことが町づくり

の声の中でありました。だから私とすれば、あのときのことを思い出せば私もちょっといろいろ

感情があるわけなんですけれど、柿木の複数の方から、おまえがまた出たら役場がなくなるとか
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っていう話が本当なのかという電話がありましたけど、そういうことはない、で、それなりのい

わゆる振興協議会の方が言っておられるということであったんで、私とすれば今言うようにそう

いったうそを追認するようになります、ここで辞めた場合。私はそういった私のマイナスになっ

た部分ではありますけれど、こういったうそを追認することはできないので、私とすればいかが

したものかという思いでおったわけですけれど、事務方が５年間やってみて駄目ならば無効と、

で、今の答申の中で５年間の間に吉賀町のモデルとなるような自治区をつくっていくんだという

ことでモデルとなるんであれば、これを旧六日市のほうへも蔵木、柿木、七日市、六日市、そう

いったところへ波及すればいいことであって、それなら事務方の話に乗らせていただいたわけで

あって、別に私は、今、再度申し上げますけれど、柿木、六日市、分け隔てなくやるのが私は、

そりゃ今の選挙でいろいろ感情はありますけれど、私の立場とすればやはり住民の一人ひとりが

幸せになることをやるのが私の仕事だと思ってますんで、私を一所懸命応援してくれた方からは

結構いろいろ御批判も聞きますし、それはそれでやっぱり私は仕方ないとは思いますけれど、今

言いますように私は柿木のほうからも何もしてくれないとかって言われて、また六日市のほうか

らそういうことを言われるということになりゃ私はどこへ行けばいいのかというような思いがす

るわけですけれど、そういった今申し上げたような思いで仕事はしておりますので、そういった

御批判があればそのように話していただけるなり、また、私のとこへ直接行って聞いてみてくれ

と言っていただければ幾らでもお話させていただきますので、その点は御理解いただけたらとい

うように思っています。 

○議長（安永 友行君）  ４番、桜下議員。あ、ちょっと、中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  先ほど議員がおっしゃいましたように当時の合併協議会の事務局長をや

っておりましたのが今副町長で岩本おりますので、その経緯をちょっと御説明させていただきた

いということでございますのでよろしくお願いします。 

○議長（安永 友行君）  岩本副町長。 

○副町長（岩本 一巳君）  それでは、通告にもございました現在の組織機構の配置をしておりま

す経緯でございますが、先ほど町長の答弁にもございましたが、基本は合併協議会の前段で設置

を行いました事前協議会の確認でございます。先ほど桜下議員のほうからもございました法定協

議会の中で、当時、平成１６年の１２月７日の段階で事務組織と機構について合併協定項目の確

認をさせていただきました。その内容が先ほど御紹介のありました現在の本庁舎と分庁舎に配置

をしております組織の内容そのものでございます。さらに遡りまして、その協議のベースになり

ましたものがこれも御紹介ございました事前協議会での確認事項ということでございまして、こ

れは御案内のとおり平成の大合併の折りには、当初鹿足郡の４カ町村で津和野、日原、柿木、六

日市町４カ町村で合併をしようということで法定協議会を設置をいたしましたが、半ばで解散を
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するということになりました。改めまして、当時の柿木村と六日市町につきましては２カ町村で

の合併を進めていくという前提の中で、事前の協議会の設置をさせていただいて協議を始めたと

いうことでございまして、その協議の中で集大成の形で事前協議書の確認書を交わしたのが平成

１６年の３月２９日でございます。この確認に当時の両町村の首長と議会の議長で４名で署名を

押させていただいたということでございまして、この確認書に基づいて１６年の４月から法定協

議会に移行して具体的な協議を始めたということでございます。その確認書の内容でございます

が、まずありますのは、法定協議会が設置された場合には、町村規模にとらわれない対等公平な

精神で真摯に合併協議を行うこととすると、こういった一文がまず入っております。その中で具

体的に基本姿勢でありますとか、合併の方式、期日、名称等々について確認をしておりまして、

その１つとして新町の事務処理についてと、こういった項目が設けられているということでござ

います。その中にありますのは、新町の事務所の配置方法は分庁方式とし、本庁を現六日市町役

場庁舎、分庁を現柿木村役場庁舎に置くとこういったことになっておりまして、本庁には議会部

門、総務部門、民生部門云々続きます、それから分庁には農林水産部門、商工部門、土木部門、

簡易水道下水道部門を配置すると、こういった内容が事前協議の中で確認をされたということで

ございまして、一番もとになりますのはこの確認事項でございます。そのことを尊重して法定協

議会、改めて設置をされましたが、その中で関係者による協議の中で最終的に一番初めに申し上

げましたような確認をさせていただいたということでございます。それから、今質疑の中で出て

まいりました自治区のことでございますが、このことにつきましても同じように事前協議会の確

認書の中で地域自治組織についてという項目が設けられて法制化される予定の地域自治組織を新

町に設置すると、なお、地域自治組織を制度化するにあたっての具体策は法定協議会で協議をす

ると、こういった一文が入ってるということもございますので、ちょうど１０年を迎えるわけで

ございますが、吉賀町といたしましてはこのことに基づいて真摯に対応させていただくというこ

とでございます。 

○議長（安永 友行君）  ４番、桜下議員。 

○議員（４番 桜下 善博君）  ありがとうございます。副町長には通告をしておりませんでした

が、詳しい経緯を説明していただきましてありがとうございました。それでは、このケーブルテ

レビを通じて町民の方がたくさん見られておりますが、先ほど町長がこの吉賀町にかける思いと

いうのを述べられましたので、恐らく疑念も払拭されてますます町長に期待をするという声が上

がると思いますが、頑張っていただきたいと思います。それでは、３点目の質問に移ります。済

みません、時間が短こうなってしまいましたので早くいきますが、年末年始のデイサービスの休

みについて質問させていただきます。これは質問というよりかお願いということでありますが、

これは切実な思いをされている方がたくさんおられますので代弁させていただきますが、本当デ
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イサービスの皆様、ヘルパーの皆様には大変、関係する方は本当に感謝をされております。批判

をする、全くそれはありません。もう感謝の一言であります。その中でデイサービスの目的につ

いて、家族の介護の負担を軽減するという目的もデイサービスの設置の目的に入っておりますが、

実は昨年は１２月の３１日からことしの１月の５日までの６日間が休みでありました。これは本

当、この６日間が長いか短いということは差し置きまして、実はこのデイサービスに通所される

中には認知症の方もおられます。なぜ、私がこの質問をしたかと言いますと、認知症になられて

る方がこの６日間、デイサービスの休みの６日間を家からも出ず、外部の方との接触もなく過ご

された場合は本当に認知症が進みます。この認知症というのはちょっと調べたんですが、外との

接触をすることによって認知症を進行、脳の神経を刺激することによって進行を遅らせることが

できるというふうにも言われております。それでこの６日間、認知症の方が楽しみにしておりま

したデイサービスが休みになりまして、家の中におられますと、本人もですが特に家族の方が心

痛な思いをされております。私は本当、この６日間が長いとも短いとも言いませんが、認知症の

方が通所されておられますその家族の心痛な思いを代弁させていただきますが、当然ながら職員

の皆さんにも休みを取る権利もあります、人権もありますので一概にお願いはできませんが、で

きることであれば正月明けに１回お風呂に入るとか、あるいは職員さんをちょっとうまいこと配

置をしていただいて、希望者だけでもこの６日間がもっと短くならないかということで質問をさ

せていただきました。町長、認知症の方が身内におられるという家族については本当に心痛な思

いをされております。そのことも十分含んでいただき、前向きな答弁をお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  桜下議員の続いての御質問でございます。年末年始のデイサービスの休

みについてということでございます。私的ではございますけれど、私も母親を７年間介護しなが

ら看取ったという経験がございますので、確かに病弱または病気、そういった方が家族にいらっ

しゃるとどうしても家庭が暗くなりがちでございます。そうした中にやはりこうした介護制度受

けながら、確かに制度の中で不満を持ちながら、また感謝をしながらその制度に恩恵を受けてお

るわけでございますけれど、吉賀町におきましても３つの事業所でデイサービスセンターの運営

をさせていただいております。年末年始の休業について御質問でございますので、お答えさせて

いただきたいというように思っておりますけれど。平成２６年度につきましては３事業所、六日

市、七日市、柿木でございますけれど、１２月３１日から１月５日までの６日間を休みとさせて

いただきました。町民の方からは休日の短縮の希望もございますし、運営しております社会福祉

協議会と保健福祉課、協議を検討してきておりました。その結果、平成２７年度から３事業所と

も１月１日から３日までの３日間のみの休みに変更していこうというように予定しております。

この背景には介護保険法の改正により、これまで常時１人の看護職員の配置が必要でありました
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が、平成２７年度から配置基準が緩和され、訪問看護ステーション等と連携して健康状態の確認

を行った場合には人員配置基準を満たしたものと見なされるという制度の変更があったというこ

とが１つの要因となっております。また、今後、六日市デイサービスセンターでは日曜日の開所

を、七日市、柿木デイサービスセンターにおきましては土曜日の開所を予定しておるということ

でございます。行政といたしましては、吉賀町社会福祉協議会が行います地域に密着した運営に

対しまして、今後も連携を密にしながら最大限の支援をしていきたいというように思っておりま

す。今回の新年度予算につきましても、昨日も申し上げましたように要望にはほとんど沿ってき

た形でやっておりますので、社会福祉協議会におきましても保健福祉課と協議した中での要望額

についてはほぼ満たされるような状況で予算措置をしておりますし、こうした問題にやはりどう

しても人件費等がふえてくるという状況が出てくると思います。そういったときにはやはり吉賀

町の社会福祉協議会と保健福祉課、常に連絡を取り合っておりますので、今後も住民の皆さん方

の御要望を聞きながら、そういった施設の健全な運営に配慮してまいりたいというように思って

おりますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  ４番、桜下議員。 

○議員（４番 桜下 善博君）  後先になりますが、私もこの質問の通告書を出した後に、この

４月から日曜日がデイサービスも開所になるということをお聞きしました。そして、年末年始の

休みにつきましても検討されているということを実はデイサービスの方に聞いております。質問

の通告書を出した後に聞いたものですから、ちょっと取り下げということはできなかったもんで

すから質問させていただきましたが、今後とも本当切実な思いをされておられる家族もたくさん

おられますのでよろしくお願いいたします。 

 それでは、４つ目の質問であります。旧備中屋跡地に町民ホールをということを質問させてい

ただきます。昨年の１２月議会で中田議員がこの一般質問で児童公園ということで夢を語るとい

うことで質問されました。私も批判的なことばっかりでなくて私も一つ夢を語らせていただきた

いと思いまして、この質問をさせていただきます。 

 旧備中屋も来年度の解体が決まり、跡地は無償で吉賀町のほうへ譲渡されるということが決ま

っておりますが、それを踏まえましてその跡地にということでいろんな、何するんだろうかとい

うふうな町民の中でも声が出ております。町内には、踊りとかコーラスとか大正琴とかあるいは

カラオケ、よさこい等々いろんなサークル、市民の会があります。公民館でも生涯学習というこ

とで、生涯学習を始めてみませんかということで事業を推進されておりますが、実はこのいろん

なサークル、市民の会等で必ず言われることは、吉賀町に発表する場所がないと言われておりま

す。と言いますのが、柿木のふれあい会館あるいは基幹集落センターがよく使われますが、ここ

はホールではありませんので椅子とかを自分たちで全部準備をしなければなりません。音響にし
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てもそうであります。確かに多目的ではありますが準備に、特にこの今言ったようなサークルを

趣味でやっておる方は高齢者が多いのも事実であります。いくら練習をやっても発表できない、

発表する機会が少ない、場所がないということを言われております。私は県内ではちょっと調べ

たんですが、旧加茂町に加茂ラメールというホールがありますが、これもできた当初は随分批判

を受けてなかなか使われてないという批判を受けたようでありますが、現在は雲南市になりまし

て非常に重宝といいましょうか、使われているということであります。町単位で町民ホールをつ

くるということは箱物をつくるということでまたまた批判を、いまさら箱物をつくるという時代

じゃないという批判は随分私はあると思います。しかし、当町も少子高齢化でますます人口も減

り、高齢者の皆さんの生きがいというのがなくなっておりますので、私は椅子とかまたは音響設

備を備えた、大規模ホールでなくともいいですから町民ホールをぜひ建設をしていただいて、生

涯学習の増進、あるいは高齢者の方に夢を持ってもらうといいましょうか、そういうホールの建

設をぜひお願いしたいと思います。 

 昨日、河村由美子議員から町長に思いきって投資をしてもらいたいという先行投資ということ

を言われました。そして、町長も午後の大多和議員のサッカー場についての質問でも、今度は逆

に少年たちに夢を与えるという意味で思いきってサッカー場建設について決断をされたというふ

うに答弁されました。私もぜひ、その町長の決断を高齢者の皆さんにもぜひしていただきたいと

思います。そして新年度予算が通れば、少年たちに夢を与えるサッカー場ができます。そしてグ

ラウンド場も整備されます。そして大野原にもグラウンドゴルフ場が計画をされるということが

真剣にするように思っております。私はこの地方創生という今がチャンスだと思っておりますの

で、スポーツの吉賀と、そして技術・文化の吉賀と、そして子育て支援の吉賀というふうなキャ

ッチコピーで内外に発信をしていただきたいと思いますが、町長のお考えをお聞きします。 

○議長（安永 友行君）  中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  桜下議員の３問目でございますけれど、今解体をということで予算化を

させていただいております旧備中屋跡地について町民ホールをということでございます。 

 町内には公民館、また町民体育館などを利用して行われております文化スポーツ活動の団体が

教育委員会で把握しているだけで７０団体あるようでございます。これらの団体のうち、発表会

を定期的に行っている団体もありますけれど、そのほとんどが発表の場もないままという団体も

少なくありません。議員御指摘のような文化ホールが整備されれば、地道な活動をされている活

動団体にとりまして中心的な施設になるということは間違いないというように思っております。

平成２７年度には吉賀町誕生１０周年記念事業の中で文化的事業も計画することになっておりま

す。これを機会に文化活動団体を中心として、文化協会の設立の機運の情勢をすべきだというよ

うな意見もあるところでございます。いずれにいたしましても、施設をつくる前にまず利用され
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ると思われる団体等の把握を行い、組織化を図りながら建設に向けた基本づくりをしていくこと

が大切だというように思っております。建設が必要であるということになれば規模や場所、そう

いったものを考えていかなきゃならないというように思っておりますけれど、私も以前からやは

り座席のいわゆる椅子を並べるんじゃなしにそういったものができないかと、また、大勢の方が

いつもＮＨＫののど自慢を見ておると思うわけなんですけれど、私が考えましたのはこれもまた

夢でございますけれど、夢はやはり実現しなきゃ意味がないし夢を形にしていく必要があると思

いますけれど、今の体育館、ああしていろんな自治体が、老朽化した建物の倒壊等、地震等で危

険なのでというようなことでいろいろ文化ホール等が米子ですか、鳥取県のほうでもいろいろ議

会紛糾のもととしておりますし、そういった状況が出る中で、果たして新しいものを建てるのか

どうなのかということもあるわけでございますけれど、私は今の町民体育館を改造すれば自動的

に移動式の、何といいますか、椅子の出入りができるようなものがありますのでそういったよう

なことに改造できないかなというようなことは前から考えてはおったわけでございます。ただ、

音響的なものが体育館はどうなのかという部分がありますけれど、今でもああしてあそこでカラ

オケをやられたりいろんな発表会をやっておられますので、そのときにいろいろ御案内いただい

たときにやはり相談する窓口がないんだというようなことをいろいろ聞いておりますので、今の

答弁の中にもありましたように文化協会、そういったものをつくりながらそういったお世話がで

きるようなこと、またそういった団体がなくてもいろんな、例えば地方の映画祭的なものがやれ

るようなことをするとか、そういった文化的なことに携わっていただける団体の設立というのは

ぜひ必要だというように思っておりますので、そういったことも含めながらそういった団体とま

た今グループといいますか、いろんな文化団体、スポーツ団体、そういったグループが今７０団

体あるということでございますので、そういったところの意見を聞きながら今後どうしたほうが

いいのか、おまえの言うように改造してそんなもんじゃだめなんだよということであればまたい

ろいろ考えなきゃならない、ただ、今の備中屋の跡地につきましては、一応、国のほうには福祉

施設という形で出しておりますけれど、これは変更もきくでしょうし、すぐそこに建築しなきゃ

ならないというものでもございませんので、とりあえず今回は解体をさせていただきたいという

ことで、隣近所に迷惑がかからないようにということで予算を計上させていただいております。

議員のおっしゃいます町民ホール、文化ホールにつきましては今後の大きな夢ということで、こ

の場は一足引き取らせていただきたいというように思っておりますのでよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（安永 友行君）  ４番、桜下議員。 

○議員（４番 桜下 善博君）  町長、検討するというふうに言ったらまた私が次の一般質問で検

討はということで言われると思いましたので、たぶん、町長最後検討ということを言われなかっ
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たと思いますが、それはよくわかります。私はこの町民ホールができれば、町内に３つあります

神楽団体の定期公演とか、あるいはよさこいの定期公演、あるいは芸術アーティストを呼ぶよう

な公演、また、この辺ではちょっと岩国とか徳山とか広島に行きませんと見れませんが、映画の

鑑賞とか本当の芸術文化ということで、この町民ホールという建設には本当に私は夢であると思

うんですが、今町長の答弁を聞きまして、全くゼロではないという答弁を聞きまして、今日はこ

の答弁で今日はおきたいと思います。 

 以上で、質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（安永 友行君）  以上で、７番目の通告者、４番、桜下議員の質問は終わりました。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（安永 友行君）  ここで１０分間の休憩します。 

午前９時57分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時05分再開 

○議長（安永 友行君）  それでは、休憩前に引き続き会議を再開します。 

 一般質問を続行します。 

 ８番目の通告者、１番、桑原議員の発言を許します。１番、桑原議員。 

○議員（１番 桑原 三平君）  １番、桑原。 

 私は、大題で、産業振興と定住対策という内容で通告をしております。質問の前に、この質問

の要旨の文章表現が稚拙であったことをおわびいたします。 

 産業振興と定住対策ということですが、言いかえれば、定住対策には産業振興が不可欠である

との認識から、このことを踏まえ、本町における定住対策のうち、新年度から始める保育料及び

学童保育利用料の完全無償化する子育て支援事業を加え、学校給食無償化、１８歳までの児童生

徒への医療費の助成等、他市町村に先駆けての対策を充実したことについて、子育て世代には大

変この上ないことだと思います。 

 また、これから吉賀町に移住を考えておられる方、現在ＵＩターンした子育て世代の方にとっ

ては、大変有意義な対策であると思いますが、しかし、定住となりますと、まず、収入のことが

考えられます。移住された方や関係者の方の話を聞きますと、有機的な考えを持った方は多々お

られるように思います。有機農業に関心のある方、有機農業をしたい、子どもに安全な食物を与

えたい、このことは理解できます。先ほども申しました、定住して安定した生活をしていくこと

に一番重要なことは、まず、収入でございます。安定した収入が確保できるかどうか、農業、有

機農業で生活できる収入を得ることは、自分の農地を持たない、移住して間もない方たちにとっ

ては、経営規模、能力に限りがあり、個々の力では非常に困難であると言わざるを得ません。し
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たがって、定住につなげるためには、他の施策と併用した支援は必要だと思います。 

 今回、定住対策に林業振興を特化として取り上げたことですが、この林業の振興について、昨

年の施政方針では、林地の集約化、森林計画の策定、人材育成等の検討、木の駅プロジェクトの

推進であり、このたびの方針では、昨年の方針を踏まえ、林業従事者育成事業を新たに取り組み、

山林資源を活用した雇用の創出を図ることを述べておられます。このことについて、この、誰が

山林資源を活用し、誰が活用の場を創出するのか、いま一つ理解が困難であります。このことは、

恐らく、移住した方への対策の一つだと考えられますが、このことについて町長の考えをお聞き

します。 

○議長（安永 友行君）  中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  それでは、桑原議員の１問目でございます、産業振興と定住対策、特に

林業施策ということ、林業の振興ということでございます。 

 吉賀町の森林につきましては、公益的機能を発揮しつつ木材供給源となる生産林と、それから、

持続的な公益機能の発揮を重視する環境林の２つに区分し、経営管理を行い、循環型システムで

森林経営、管理される状態を目指すということとしております。そのためには、林地の団地化、

集約施業化を進めるため、森林経営計画策定の推進、地形にあった路網整備の推進、林業従事者

の育成、確保を行い、木材生産の拡大を図る必要があるというように考えております。 

 また、有機材の住宅建築等への利用促進拡大、また、木質バイオマスや特用林産物への資源活

用推進も行い、木材需要の拡大を図ることも必要だというように考えております。 

 森林への価値観はさまざまであります。ナラやケヤキ等の落葉広葉樹を主とした景観林、ある

いは杉、ヒノキ等の常緑針葉樹からなる形態で、そういった施業の方法は全く変わってくるとい

うように思っておりますけれど、議員が言われますような、町内の森林をどのようにするのかと

いうことを、目に見えた形でお示しすることは大変重要であるというように思っております。今

後、他の自治体の目標林型やこれに向けた取り組みを事例などを参考にしながら、吉賀町の目標

林型をどのようにしているのか、どのように森林を活用していくのか、将来に残す森林をどのよ

うにしていくのか、慎重に検討した上でプランづくりを進めていかなきゃならないというように

思っております。 

 議員が、誰が、どうするのかということでございますけれど、ましてや、誰がと言われまして

も、国も国有林等の経営が赤字になって、林野庁等が大変な状況になったのは御承知のことでご

ざいますし、また、県の林業公社におきましても外部監査で指摘が受けたように、よその県では

林業公社を解体して、県が後をという県が出てきておるところでございます。 

 町におきましても、町行造林等ございますけれど、これにつきましては、指定施業しながら木

材価格が上がるのを待っておるわけでございますけれど、そうした中で、じゃ誰が、この町の森
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林をどうするのかということでございますけれど、一番は、やはり森林所有者であろうというよ

うに思っております。その森林所有者が、いわゆる利用形態をどのようにしていくのかというこ

とも必要でございますし、それに対しまして、町とすれば、新しい事業を起こすのであれば、そ

れなりの、また、御相談を受けながら対処していかなきゃならないし、また、先ほど申し上げま

したような利用形態による森林の育成、そういったものも御相談に乗りながらやっていかなきゃ

ならない、また、私が前から言っておりますのは、いわゆる針葉樹の植林でなしに広葉樹の植林

をするほうが、いわゆる育ちも早いし、いいんじゃないかというようなことは申し上げ、県のほ

うにも話したことはあるわけなんですけど、なかなかそういった針葉樹の植林については、助成

制度っていう手もありますけれど、広葉樹についてはなかなか取り合っていただけないという状

況があります。そういった中でやはり、町独自で、町有林の中で広葉樹の植林といったものも進

めていけば、利用のまた多様化が進むんじゃなかろうかというように思っておりますが、いろい

ろな考えを持ちながら、意見を申し上げながら、林業担当とすれば、先ほど申し上げましたよう

に、各取り組みの事例を参考としながら、この地域に合った、この風土に合った林業の経営、ま

たああした、林業、農業の復権へ向けて努力してまいろうというところでございます。 

○議長（安永 友行君）  １番、桑原議員。 

○議員（１番 桑原 三平君）  この林業経営ということでございますが、誰がということになり

ますと、そりゃ森林所有者ということになると思いますが、これがですね、移住されて来られた

方の話を伺いますと、林業にも関心がある方がおられまして、この林業の業務、仕事の内容です

が、この林業というのは、素材生産と造林に大別されます。素材生産は、伐木、造材、集材とな

ります。造林では、新植の場合、地ごしらえ、植えつけ、下刈、間伐、造林木の裾払、除伐、枝

打等の作業があります。この中で、素材生産は経験が必要でございます。初心者の方では危険が

伴うため、業務に就くことが困難だと考えております。初心者の方や経験の少ない方には、造林

作業からなら、すぐにでも就業することが可能です。ということは、雇い主がいれば、収入が確

保できるということです。こうした移住しターンされて来られた方の就業の場を確保するという

ことは、特に、定住対策に必要だと考えております。 

 しかし、一般の山林所有者の方に、現在、再造林を計画されている方はほとんどいません。ま

た、この流域管内でも、事業体は森林組合のみです。それも、分収造林、これ、なぜなら、個人

で造林する資金が、なかなか今のところ出す余裕っていいますか、そうした金額を持ってない方

の所有者がほとんどです。ヘクタール当たり１００万円以上、場所によっては、１２０万円から

１３０万円かかります、植えつけまでで。この町内の森林を育成するためにも、今回の、地方創

生総合戦略を一遇のチャンスと捉えて、国有林を抱え込んで、民国連携を強化して、森林整備事

業を展開して、事業費を確保して、事業体従事者を育成し、将来の資源活用を推進して、再生可
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能エネルギー等利用する町、安心して安全に暮らせる、働ける場所がある、収入も確保できる、

そういうことについて町長はどう思われますか。 

○議長（安永 友行君）  中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  移住者が山林に関心を持っておられるという方がいらっしゃるというこ

とでございます。中には、町内の山林所有者で、「管理もやれんし、子どもも帰って来んので町

に引き取ってくれないか」というような声もあるのも現実でございます。そうした中で、やはり、

議員がおっしゃいますような素材生産、または造林、まして、拡大造林という国の施策でありな

がら、これが、今のような、早く言えば失敗といったような状況が出てきとる状況でございます。

そうした中に、やはり、議員がおっしゃったというような話しを聞きましたが、杉１本が

１００円、そういうような状況の中に、大根１本でも１００円じゃないかと、大根は毎年生産で

きると、そういったような山の状況の中に、それじゃ、いわゆる伐採した後の地ごしらえから植

林してということを、それは、１００％、１０分の１０、公の経費で見れば、それは、やる方が

いらっしゃるかと思いますけれど、今のような状況では、なかなかそういった新植をしていこう

というような、山の管理をしていこうということが出られるっていうのはなかなか難しい状況が

あるんじゃなかろうかといえろう。先ほど申し上げましたように、やはり広葉樹であれば伐採し

た後も自然萌芽していきますんで、その後の管理をやれば、そういった新植、植栽なら経費もい

らないんじゃなかろうかというように思っておりますし、私、そういった広葉樹を、いわゆる植

林を進める必要があるんじゃなかろうかというように思っております。まして、高津川水質日本

一ということで、それもやはり昨日申し上げましたように、水量が少なくなっておりますので、

山の保水力を保つためには、やはり広葉樹林を推進する必要もあるし、秋には紅葉するし、環境

的にもいいんじゃなかろうかというような思いがしております。そういった意味で、私どもとす

れば、これからこの町の山をどうするんかということは、今から、いわゆる、そりゃいろいろな

形があっていいと思いますけれど、あらゆる可能性を探りながら、用材でそのまま柱材で使うだ

けでなしに、ほかのいわゆる加工方法も考えていかなきゃならない。立志塾の中で、いわゆる家

具等やっておられる方が、「町内産の素材は使えない」ということを言われたんで、これについ

ても、なぜ使えないのかということを調べながら、いわゆるこの地域の素材を使っていただける

ように、乾燥なのか、それとも樹種なのか、いろいろあるかと思いますけれど、そういった中で

昨日申し上げましたように町内でいろんな経済が循環するようなことを考えていく必要があると

いうように思っておりますので、やはり山林につきましても、まして、後継者の育成、また、技

術の継承、そういったものをやっていかないと、議員がおっしゃいましたような伐採等、危険が

伴うことでございますので、そういった技術の継承、そういったものをやっていく必要もあると

いうように思っておりますし、特に、針葉樹に対し広葉樹の場合は、枝が張るのが不規則でござ
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いますので、思うようなところに倒れないというようなことで、特に事故につながりやすいとい

うこともありますので、そういったことも踏まえながら、今後、林業担当、また、林業関係者、

そういった方々の御意見を聞きながら、町の山林経営、農林業の復権のために検討していこうと

いうように思っています。 

○議長（安永 友行君）  １番、桑原議員。 

○議員（１番 桑原 三平君）  この林業振興が、定住策の一つの要因となれば、これからの町内

に定住される方もふえてくると私は思っております。ちなみに、高津川流域全体でございますが、

この森林推計値では、１０万立米成長量がありまして、現在、２４年では、これを７万５,０００立

米強生産しております。これは、ある程度の確定値ですが、こうした木材を、成長量を、多い木

材、森林を、この有効活用しながら定住策にも結びつけ、そうして森林の整備をし、治山、治水、

国土保全、あるいは緑のＣＯ２の削減、これに循環した政策が総合的に行われるということが、

この吉賀町の一つの目標ではないかと私は思っております。こうした循環できる施策を町長とし

てとられるかどうか、また、検討されるかどうか、お聞きします。 

○議長（安永 友行君）  中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  議員言われるまでもなく、林業施策につきましては、とってきておるつ

もりでございますし、これからもやっていかなきゃならない。まして、林業で経済を支えてる町、

村が全国にありますので、これも素材だけでなしに、いろんなことをやっておられると思います。

素材で、用材としてやられる、またはそれを確保する、そういったこともあるかと思いますし、

そういった、先ほども申し上げましたように、全国の事例、この町に合うようなものを取り入れ

ながら、定住にいとなめるような形にしていくということは、当然やっていかなきゃならないと

いうように思っておりますので、これからも続けていきますし、拡大していくというような考え

方でおります。 

○議長（安永 友行君）  １番、桑原議員。 

○議員（１番 桑原 三平君）  ２番目の、商工振興と定住対策ということで、これも先ほどの質

問と同じように、定住対策は商工振興からと置きかえることができます。この格別なことは、Ｕ

Ｉターン者に限らず、これまで町内に居住された住民の方も引き続き吉賀町で生活できるよう、

安心して暮らせるよう、吉賀町で最終の生活ができるよう、との思いでの質問です。 

 まず、平素吉賀町商工会に対し御尽力いただきましたこと、また、御指導をいただいておりま

す。 

 商工会の現在の会員数ですが、町内の商工業者総数３８６、うち会員数２９１、組織率が

７１.２％でございます。この１９年に、旧六日市商工会、柿木商工会、合併時、業者数が

４３８、そのうち会員が３５７でした。実に合併から７１業者の減でございます。ちなみに、平
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成２４年３月では、４１７の業者数のうち、会員が３０２。このように、人口減少により収益の

減少、後継者の負債、高齢による等、廃業される方がふえております。２７年度において、地域

商業等支援を、事業を創設されていますが、このことを踏まえ、どのように町内の商工業の活性

化につなげられるのか、効果、そして、将来の展望をお聞きします。 

○議長（安永 友行君）  中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  桑原議員２点目の商工振興についてということでございます。やはり定

住につながる、そして若い方がこちらへおいでになっても、いわゆる、いつでも、いろんな品物

が手に入るような状況がなければ、なかなか住みついていただけないというようなことは考えて

おります。御指摘のとおり、近年高齢化や後継者不足によりまして、自らが営む事業を継続する

ことが困難な状況があらわれております。店舗の閉店も出ておりますし、今後もこうした状況が

ふえていくことが予想されております。住民の生活を支えている地域の商店を維持していくこと

が必要だと考えておりますし、地域商業等支援事業を創設し、事業承継や開業に対し、要する経

費の一部を支援するということとしたわけでございます。 

 商工会におかれましても、これからどういった、今の商店がどうなるのかと、いわゆる閉店さ

れる予測の立つもの、そういった調査もされておるようでございますので、そういったことも参

考にしながら、今後の商工振興にしていかなきゃならないと思っておるところでございます。 

 また、移動販売や宅配などの事業を行っておられる事業者におかれましては、特に高齢世帯の

生活の支えとなっておることは間違いございません。この事業につきましては、買い物不便対策

に要する経費についても支援を行い、地域住民の生活に直結する商業の機能維持を図っておると

ころでございます。 

 なお、地域の商店を維持していくためには、住民による内需も必要不可欠だというように思っ

ております。安い物への興味が移行しつつある中、地域の商業の根底にもあるおつき合い、また、

なじみが薄れてきておるんではなかろうかというようなこともあるわけでございますし、今後も

人口減少が続き、町内の事業所、店舗も大変厳しい状況が続くと思われますので、定住対策を強

化し、人口減少を少しでも抑制していくとともに、町としてもできる限り支援を行っていくとい

うことで、商工業の維持、振興を図っていきたいというように思っております。これは、商工業

だけでなしに農林業も一緒ですけれど、新たな取り組みをやろうというときには、商工業の場合

には商工会がありますので、まずそちらへ相談に行かれて、商工会とうちの担当課の職員とが協

議してやっておられます。農林業についても、まして農協等ありますけれど、なかなかいろいろ

相談が、というか高齢化したんで、いろんな事業の説明なんかも言ってもわからないというよう

なことを聞きますので、そうした、いわゆる役場へ来て、いろんな御相談がしやすい、していた

だける、そういった雰囲気をつくっていく必要があるというように思ってますので、やはり、気
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軽に町民の方がいろんな業種にとらわれず来ていただくということが必要ではなかろうかという

ように思っております。 

 そうした意味でいろんな意見を聞きながら、町行政に生かしていきたい、町内のだんだん少な

くなっております、これにつきましても、いつも言っておりますけれど、あした規制緩和、小泉

内閣の時に行われて、ああして量販店が来て、いわゆる地元の雇用の場とすればできておるわけ

でございますけれど、地域の商業者に対しては非常に厳しい状況が続いております。また、そう

した中で、やはり新たな事業といったものを、自分が今まで培ってきたノウハウ等を生かしなが

ら、新たな分野へ、町内だけの消費者を対象とするんではなしに、やはり町外への販売といった

ものも考えていく必要があるんじゃなかろうかというように思っておりますし、そういった意味

で真田のほうで試験施設をつくったりしておりますので、そういったことに対しても町は助成措

置をしておりますので、そういったものを活用しながら町内の縮小する消費でなしに、町外への

消費を、いわゆる外貨を獲得するような事業に進めていただける、そういったことも商工会のほ

うを通しながら御指導をいただければというように考えておるところでございます。 

○議長（安永 友行君）  １番、桑原議員。 

○議員（１番 桑原 三平君）  先の質問にもありました農林業の業者の内訳でございますが、平

成２４年３月の状況では、農林業者は８業者でございました。この吉賀町内で、商工会の会員の

うち。この２７年３月現在で２名、農林業の会員がふえております。１０名１０業者となってお

ります。このことなんですが、業者の減少は、本当は人口減とか高齢とか町全体を見れば、別の

要因もあると思うわけでございますが、個々に創業の意欲があり、町外に事業を発信できる活力

があれば、業者の減少は少しでも防げることができると思います。このために支援策を強化して

講じることが肝要かと思います。そのことにより、町内の雇用の場を確保できれば、吉賀町での

定住が少しでも維持できるものと考えておりますが、いかがですか。 

○議長（安永 友行君）  中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  議員おっしゃるとおりだというように思っております。やはり町内の方

が、先ほど申し上げましたように、量販店に対抗するためには、やはり町外の業者と協働しなが

ら、共同仕入れといったようなことで経費の削減といったことも考えられますし、いろんな事業

を新たに展開される場合は、先ほど申し上げましたように、町としてもいろんな施策を講じてお

ります。また新たなものが必要であれば、またそれに応じたようなことも対処していこうという

ようにやっておりますので、そういったことは先ほど申し上げましたように御相談においでいた

だければというように思っております。やはり、町からいろんな情報を発信しながら商品が提供

できる、町内でも、ましてインターネットを通じての販売をしておられる方もいらっしゃるよう

でございますが、また、私が思いますには、昔よりは業種もいろいろ、不動産業者もいらっしゃ
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るでしょうし、また、いろんな業種の方も商工会へ、昔から比べれば会員さんも広がってるので

はなかろうかと思っておりますので、議員がおっしゃいますようなことは、これからも検討しな

がら対応していこうというように思っております。 

○議長（安永 友行君）  １番、桑原議員。 

○議員（１番 桑原 三平君）  以上で質問を終わります。 

○議長（安永 友行君）  以上で、８番目の通告者、１番、桑原議員の質問は終わりました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（安永 友行君）  一般質問については、以上で本日の日程は全部終了しましたので、本日

の会議はこれで散会とします。 

午前10時38分散会 

────────────────────────────── 

 


